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	3.13 日本の法令に基づき、反社会的勢力又は社会の安全を脅かす集団として指定を受け又は活動を制限された団体及びその構成員又は同等とみなされる者は、申請者となることができない。
	3.14 ISMAP監査機関リストの登録の更新に際しても本章の内容を準用する。
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